
 

県西地区保健医療福祉推進会議 病床機能分化・連携ワーキンググループ（仮称） 

の設置について（案） 

 

 

１ 経 緯 

○ 平成 28 年 10 月に神奈川県地域医療構想が策定され、当該構想においては、病床機能

の確保及び連携体制の構築に向けた取組について、以下のとおり取り組むこととしてい

る。 
 

・ 病床機能の確保及び連携の推進にあたっては、各医療機関の自主的な取組み及

び地域医療構想調整会議を通じた地域の関係団体等による取組みを基本とする。 

・ これらの取組みを推進するため、地域医療構想調整会議等において、毎年の病

床機能報告制度の結果や、地域の医療提供体制に関する様々なデータを示すほか、

病床機能の確保及び連携に係る支援策について、医療機関や地域の関係団体に対

して適切な情報提供を行う。 

・ さらに、毎年の病床機能報告結果を見ながら、2025年以降の医療需要の変化も

見通しつつ、段階的に整備を支援しながら取り組む。 
 
 

                           ＜地域医療構想 P.48＞ 

 

○ 平成 29年８月に、国から公的医療機関等は、地域医療構想の達成に向けた将来の方向

性を示すための「公的医療機関等 2025プラン」（以下、「2025プラン」という）を策定し

た上で、当該プランを地域医療構想調整会議に提示することとされ、平成 29年 12月に、

各公的医療機関から県に 2025プランが提出された。 

 

 

２ 目 的 

県西構想区域における病床機能の確保及び連携体制の構築のため、県西構想区域内の各

医療機関の特性や立ち位置等について認識を共有し、今後の各病院（病床）の連携や役割

分担・機能分化等についての検討を進める。 

 

 

３ 検討内容 

・ 県西構想区域における病床機能の確保に関すること 

・ 県西構想区域における病床機能等の連携体制構築に関すること 

・ その他県西構想区域における病床機能分化・連携を推進するために必要な事項に関 

すること 

 

 

 

資料７ 



 
 

４ 構成員 

・小田原医師会 

・足柄上医師会 

・県西構想区域内に所在する病床を有する医療機関 

・小田原保健福祉事務所、足柄上センター 

 

５ 会議の開催 

ワーキンググループは、県西地区保健医療福祉推進会議会長が招集する。 

 

 

６ 今後のスケジュール 

 

時 期 推進会議 ワーキンググループ 

H30.1 第３回県西地区保健医療福祉推進会議 

・2025プラン報告、議論① 

・ワーキンググループ設置の提案 

 

 

ＷＧ設置後の議論に向け、

「データ分析等研修会」を

開催（別紙のとおり） H30.3 第４回県西地区保健医療福祉推進会議（書面） 

・ワーキンググループの設置 

H30.7～8 第１回県西地区保健医療福祉推進会議 

・2025プラン議論② 

 

平成 30年度に２回程度 

開催を想定 
H30.9～10 第１回県西地区保健医療福祉推進会議 

・その他の医療機関についての議論① 

H31.1～2 第１回県西地区保健医療福祉推進会議 

・その他の医療機関についての議論② 

 

  



 

 

 

地域医療構想（県西構想区域）の推進にかかるデータ分析等研修会（案） 

 

 

 

１ 目的 

  地域医療構想に基づき県西地域における医療連携体制を構築するために、県西地区にお

ける医療機関及び関係団体による必要な病床機能の確保及び連携についての取組を支援す

る必要がある。 

そこで、県西地区の医療機関を対象に、その取組に係る議論の根拠・前提となる、毎年

の病床機能報告や県西地区の医療提供体制に関する様々なデータの分析方法等について理

解を深めるための研修会を開催する。 

 

２ 対象 

県西地区の病床を有する医療機関関係者（理事長、院長、事務長を想定） 

小田原保健福祉事務所管内 １９医療機関 

   足柄上センター管内     ６医療機関 

 

３ 内容 

（１） 地域医療構想の推進のための医療データの分析・活用について（仮） ＜60分＞ 

   講師 県医師会理事 小松 幹一郎 氏 

（県西地区保健医療福祉推進会議委員） 

（２） 意見交換 ＜20分＞ 

 

４ 日時 

  平成 30年３月 12日（月） 19：00～20：30 

 

５ 会場 

  県小田原合同庁舎会議室 

 

 

 

 

 

 

 

別紙 


